
基本方針

政策

施策

総合評価 総合評価

総合評価 総合評価

総合評価 総合評価

区分 基準値(R元) R3 R4 R5 R6 R7 単位 区分

目標 ― ― ― ― 1.83

実績 1.28 0.91

達成度 50%

目標

実績

達成度

目標を達成するための主な指標（KPI）

指標

合計特殊出生率
人

単年

※15～49歳までの日本人女性の年齢別出生率を合計したもの

■子育て世帯の経済負担の軽減

　加西市独自で副食費の無償化を実施したほか、医療費自己負担無

料化を所得制限を無くして実施した。

■子育てにやさしいまち（多子世帯、ひとり親支援）

　ひとり親の資格取得支援を実施した。また多子世帯、ひとり親世帯の

下水道減免、0～２歳児を対象としたごみ袋の無料配布を実施した。

■労務管理・働き方改革

　事務所向けに労務管理、働き方改革セミナーを実施し、啓発を図って

いる。企業としても若者や女性に選ばれる事業所づくりへの関心や必要

性の認識は強まっている。

・学童保育の年齢を小学校高学年まで引き上げてもらえればありがた

い。

・一人親への支援は手厚いが、夫婦で年収の低い家庭も多くあることか

ら、その層にも更に支援をしてもらいたい。

・市内には製造業が多いが、小さな企業においては、女性の働く環境整

備が遅れており、未だにトイレが共用であったり、更衣室もないような状況

である。施設改修費の補助を行う等、この部分の改善が進むよう行政と

しても取組んでもらいたい。

C…目標をやや下回って達成 B…ほぼ目標を達成

評価シート

5～10

②
(ア～エ)

■未来型児童館

　庁内WGを開催し、関係課から意見を聴取した。

■教育・福祉・保健部門の連携

　未就園児の子育て子育て相談から発達（療育）等専門的な相談や

こども園訪問相談等、幅広い分野で支援を行うため、専門事業者へ委

託を実施した。

■屋内遊具施設の設置

　地域再生計画に基づき、北条町駅前の商業施設であるアスティアかさ

い２階に『アスも』をオープンさせた。同施設では、保育士の常駐、未就

学児の一時預かりを行い、子育て支援の新たな場となっている。

・アスもは、子ども達で賑わっており大変良い施設だと思う。高齢者でも

安心して孫を連れていける快適な環境であり、一緒に訪れる保護者に

とっても楽なので有難い。今後は、市からも独立して経営できるように、趣

向を凝らし、より多くの人が来て、収益に繋がるような運営に取組んでもら

いたい。

・未来型児童館については、アスもとしっかりと差別化できるようなコンセプ

トを持って計画を進めてもらいたい。

B…ほぼ目標を達成 B…ほぼ目標を達成

評価シート

11～13

③
(ア～ウ)

未来の加西の姿

家族や子どもを持ちたい希望に対し、切れ目ない支援で叶えられるまちを目指します。

評価検証

行政内部による評価検証（１次評価） 審議会による外部評価（２次評価）

■出会いから結婚、出産を支援

　加西出会いサポートセンターによるマッチング、セミナー、イベントを実

施。健康課による妊娠中からの支援、妊婦検診・産婦検診費用助成

など、補助制度を手厚く実施している。

　子育て世代のニーズを踏まえ、市内で出産を可能にすべく、多角的な

面から検討を実施し、産婦人科の誘致を目指している。

■産後ケア

　産後ケア委託施設数については目標数値を達成できた。宿泊・デイ

サービスでの利用が多いため、今後は訪問型サービスを充実させることを

目指す。

・出会いサポートは、新型コロナ感染症拡大の影響によるイベントの中止

があったと聞いたが、今後はアナログ方式から脱却、オンライン活用を進め

ることで、手軽さも増すのではないか。現状のサポートセンターは周りの目

を気にして行きにくい部分もある。また、結婚し出産を考える世代と、老

後のパートナー探しを考える世代とで、カテゴリーを分けをした方が会員も

趣旨を理解し、安心して加入や活動ができる。

・こんにちは赤ちゃん事業で自宅訪問される民生委員等は女性がよい。

・産後ケア事業は産婦人科がない分、更に手厚く、使いやすい仕組みを

検討してもらいたい。

B…ほぼ目標を達成 C…目標をやや下回って達成

➀
(ア～ウ)

評価シート

1～4

施策

①　結婚・妊娠・出産支援の充実

②　地域ぐるみの子育て支援の推進

③　子育て環境の充実

令和３年度実績 第６次加西市総合計画（実施計画）政策評価シート

基本方針・政策・施策

１　子育てを応援し、暮らしを愉しむ

１　新しい家族と出会い、育むための支援の充実
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基本方針

政策

施策

総合評価 総合評価

総合評価 総合評価

総合評価 総合評価

区分 基準値(R元) R3 R4 R5 R6 R7 単位 区分

目標 ― ― ― ― 3

実績 1 3

達成度 100%

目標 ― ― ― ― 100

実績 0 49.29

達成度 49.3%

※ 1 年間に個人用PC を使用した延児童・生徒数÷（5/1 現在の児童・生徒数×登校日数）

目標を達成するための主な指標（KPI）

指標

全国学力・学習状況調査において全国平均点

を上回った教科数

教科
単年

※全国学力・学習状況調査による小学生（国語・算数）、中学生（国語・数学）の4 教科のうち、全国平均点を上回った教科数

B…ほぼ目標を達成 B…ほぼ目標を達成

評価シート

21～23

児童・生徒用PC の使用率
%

単年

■教育環境の整備

　富田小学校体育館、宇仁小学校体育館の改修を実施した。

■小・中学校のあり方の検討

　市長と教育委員が協議を行う、「総合教育会議」を開催し、学校のあ

り方について意見交換を行うとともに、「未来の学校構想検討委員会」を

教育委員会とともに運営し、素案について多様な関係者からの意見を聴

収できるようにアンケートの設計を行った。

　「未来の学校構想検討委員会」では、中学校再編と小学校の学園構

想を柱とする素案を発表し、連合PTA、教職員等へのアンケート調査の

説明を行った。

・未来の学校構想検討委員会では、活発なよい議論が出来たように思

う。

・委員として参加していたが、自分の感じたことをたくさん話させてもらった。

よい形になるように頑張ってもらいたい。

A…目標を大きく上回って達成 A…目標を大きく上回って達成

審議会による外部評価（２次評価）

⑤
(ア～イ)

評価シート

18～20

⑥
(ア～ウ)

C…目標をやや下回って達成

施策

④　教育の質の向上

⑤　教育環境の充実

⑥　地域で子どもを守り、育てる仕組みの充実

令和３年度実績 第６次加西市総合計画（実施計画）政策評価シート

基本方針・政策・施策

１　子育てを応援し、暮らしを愉しむ

２　子どもの教育の充実

B…ほぼ目標を達成

評価シート

14～17

■いじめ・不登校対策

　令和３年度よりスクールソーシャルワーカーを１名増員し２名体制とし

た。学校との連携や家庭訪問、相談等について、令和２年度よりも対

応を強化することができた。

■地域全体での学校支援

　ゲストティーチャーの活用や学校評議員会の実施など、目標には到達

しなかったが、一定の成果を収めることが出来た。

■地域連携のもと、子どもの学習支援・体験活動の推進に取り組む

　事業実施校区における体験や学習を通して、地域の方々や家族との

ふれあいを深め、地域の良さを発見することができた。

・不登校の生徒数が多くなっているが、積極的な支援を実施していると評

価する。

・加東市では生徒同士の意見交換会をしていたが、加西市でもそのよう

な場を作ってみてはどうか。

・いじめや不登校対策として、学校に調整役になれる人物を配置してほ

しい。

・いじめだけでない不登校やひきこもりもある。子どもの心を開くことは難し

い。適応教室に来られない子どもも多い。

・不登校は全て事情が異なっているので対応が難しい。

未来の加西の姿

自ら学び行動する能力を身につけ、子どもの可能性を広げられるまちを目指します。

評価検証

行政内部による評価検証（１次評価）

④
(ア～エ)

■特色ある学習活動

　SDGｓ等に関する課題学習を取り入れた外国語教育については十分

な広がりを見せていない。部活動指導員については、全中学校区で運

用を実現することができた。

■小・中学校の連携強化

　中学校からの乗り入れ授業、中学校での授業体験により、中１ギャッ

プの軽減につなげている。

■ICT教育の推進

　授業においてGIGAスクール端末を活用する場面は増加している。デジ

タル教科書への意向を見据え、研究・研修が必要である。

・ICT教育については、先生が熱心に取り組まれている。

・GIGAスクール端末（クロームブック）についても、不登校の対応に活

用できるなど、学習面だけでなく＋αの効果も生まれている。

・クロームブックの活用については、学校や先生の間で差が大きいように思

う。平準化を図ってもらいたい。

・市内に在住していた外国籍の生徒が、本国に帰国した後に、オンライン

で授業に参加できた例もあり、予想外の広がりがある。

・教育の質向上に向け、引き続き、熱心な取り組みを期待したい。
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基本方針

政策

施策

総合評価 総合評価

総合評価 総合評価

総合評価 総合評価

区分 基準値(R元) R3 R4 R5 R6 R7 単位 区分

目標 ― ― ― ― 22

実績 21 17.4

達成度 79%

目標 ― ― ― ― 270

実績 188 141

達成度 52.2%

※体育施設・市民会館・公民館の年間利用者

目標を達成するための主な指標（KPI）

指標

加西市立図書館の来館者数
万人

単年

※公共図書館調査による年間来館者数

文化・スポーツ活動の参加者数
千人

単年

評価シート

30~35
B…ほぼ目標を達成 B…ほぼ目標を達成

未来の加西の姿

生涯、学びやスポーツを楽しみ、日常生活やまちづくりに活かせるまちを目指します。

評価検証

行政内部による評価検証（１次評価） 審議会による外部評価（２次評価）

■公民館を中心とした学習機会の充実

　通年開催の連続講座36講座（394回）、子ども・親子講座など単

発講座9講座（13回）を開催した。シニアカレッジ「かしの木学園」受

講生は年々増加している。市民教養講座ではデジタルディバイド解消を

目的として「初めてのスマホ講座」等も実施した。

■図書館サービスの拡充

　定期的なおはなし会（295名）、えほんのひろば（142名）、映画

会（1,112名）を開催した。

・公民館活動が高齢化しており、新しく始める人がいないため、新たな工

夫が必要。

・子ども用の講座をもっと増やしてもらいたい。何らかの障害を抱えている

子でも参加しやすい講座が増えると嬉しい。

・公民館活動でも身近にSTEAMを感じられるものを実施してもらいた

い。

・公民館活動に限らず高齢化している状況の中で、市民の意識も変化

しているので、その変化に合わせた事業展開を期待する。

B…ほぼ目標を達成 B…ほぼ目標を達成

■こころの健康についての支援体制

　電話、対面相談を実施。ゲートキーパー研修を実施した。

■歩いて暮らす健康づくりのための拠点整備や環境の整備

　運動ポイント事業は、順調に参加者を増やしている。運動教室は、利

用者数を大きく減らす結果となった。

■各種検診への受診率向上

　がん検診無料クーポン券を配布。未利用者への受診勧奨を行った。ま

た特定検診未受診者については、戸別訪問や国保ヘルスアップ支援事

業を活用し、積極的な受診勧奨を行った。

■セミナー開催等による食育・健康教育の推進

・運動ポイント事業については、活動を活性化させる取り組みをしてもらい

たい。例えば、子連れでも参加しやすいように、託児ができるスペースを併

設することなどできないか。

・土曜チャレンジのような子どもが様々な体験ができる場を作ってもらいた

い。

■芸術文化を感じられる環境づくり、スポーツ・レクリエーション活動推進

　プロスポーツチームや連携大学によるスポーツ教室等を開催できた。

■総合体育館の整備や既存施設の改修

　市民会館では、自主事業を計画し全事業を実施した。新型コロナウイ

ルス感染症拡大防止のため体育施設の利用者数は目標に達していな

いが、前年度比においては114％と増加している。

■地域に密着して活動するスポーツ団体・芸術団体支援

■郷土愛の醸成と伝統の継承

　こども狂言塾は、新規入塾者が５名あったが、卒塾生との比率ではマ

イナスとなった。風土記講座については、目標は達成できた。

・市が活動の後押しをしてくれているように感じる。非常にありがたい。

・高齢化が進んでいて、競技人口や指導者も減少している。加西市出

身のアスリートを指導者として招き、競技人口の増加や指導者育成を行

うことで新たなアスリートが生まれるような循環の流れを期待する。

・市内に体育施設を整備してもらいたい。

・狂言は非常に良かったが、敷居が高く、もっと子どもが気軽にできる感じ

にしてもらいたい。加西能・狂言は子どもの観客が少ないので、子ども優

先席を作るなど考えてはどうか。

・スポーツ団体、芸術団体支援については、新しい団体への補助を積極

的に実施してもらいたい。

施策

⑦　生涯学習の充実

⑧　芸術・スポーツの振興

⑨　健康増進の推進

令和３年度実績 第６次加西市総合計画（実施計画）政策評価シート

基本方針・政策・施策

１　子育てを応援し、暮らしを愉しむ

３　生涯にわたって学び、楽しめる環境づくり

⑨
(ア～エ)

B…ほぼ目標を達成 B…ほぼ目標を達成

⑦
(ア～イ)

評価シート

24~25

⑧
(ア～エ)

評価シート

26~29
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基本方針

政策

施策

総合評価 総合評価

総合評価 総合評価

総合評価 総合評価

区分 基準値(R元) R3 R4 R5 R6 R7 単位 区分

目標 ― ― ― ― 1,400

実績 1,215 1,255

達成度 89.6%

目標 ― ― ― ― 91

実績 89 87

達成度 95.6%

⑭
(ア～ウ)

評価シート

47~49

⑮
(ア～ウ)

評価シート

50~52

農地の活用率

B…ほぼ目標を達成

%
単年

※作付面積÷農地面積

目標を達成するための主な指標（KPI）

指標

担い手への集積面積
ha

単年

※認定農業者、認定新規就農者、集落営農組織が集積している農地の合計面積

B…ほぼ目標を達成

■農業経営の持続可能性を確保する支援

　営農組合や認定農業者に対して、機械等の購入の一部補助を実施した。県

事業の農業経営スマート化促進事業では、雇用等の拡大を目指す取り組みに

支援した。

■農業の所得拡大、地元農産のブランディング

　特産品開発や集落営農組織の資質向上の為に、各協議会等に支援を行っ

た。ぶどうの生産継続に向けて、棚の改修新設やベリーAや大粒系品種への改

植を進める為に苗木の購入補助を行った。

■地産地消や食育の推進

　神戸大食資源センターや播磨農高の学生が栽培した野菜や愛菜館を通じて

市内産農作物を市内の学校給食に使用している。

・農地活用率を上げていく計画なのに初年度からいきなり下回っている点

は、しっかりと検証して取組を進めていく必要がある。

・新規就農者支援事業によって、若手就農者が増えるなど取組の成果

が見られるが、加西ゴールデンベリーＡに続く大粒系品種のぶどうのブラン

ド化をＪＡと協力し、行政が主体となって進めてもらいたい。

・地産地消を推進するためにはロットと規格化が課題であり、低温倉庫

などの設備投資を積極的に行うべきである。

・学校での地産地消のKPIが低めに設定されているので、積極的な目標

値への見直しを検討されるとともに、将来は市内の病院や飲食店にも取

組が波及することを期待したい。

A…目標を大きく上回って達成 B…ほぼ目標を達成

■スマート農業等、新たな農業の推進

　施設園芸設備整備支援事業により、作業効率化に資する取組みを

支援した。また、県予算を活用して、環境制御技術の導入を図り、作業

効率を向上させ、農業者労働時間の軽減を支援した。

■生物多様性等環境に配慮した生産の推進

　水稲作付で有機資材である堆肥の散布や中干の期間を短くしてオタ

マジャクシなど水生昆虫の生育を助け、また温暖化ガスであるメタンガスの

発生抑制などに取組み環境にやさしい農業に取り組む農家の支援を

行った。

■安定した農業経営を実現するための有害鳥獣対策の強化

・ICT技術の導入費用は高額であるため、スマート農業を見える化するた

めにも施設園芸に特化せずにモデル事業への補助制度の拡充をお願い

したい。

・地産地消、ブランド品の開発を含めた大きなスケールでの循環型農業

の整備を進めてもらいたい。

・生物多様性等環境づくりには堆肥の活用などの循環型の仕組みが必

要なため、酪農家の誘致も重要である。

・防護柵の設置に関しては、高齢化によって実施したくてもできない地域

もあるので、材料費の補助のみならず作業費に対する補助を検討するな

ど早急な対応が必要である。

■生産者を対象とした経営の指導等

　地元ブランド品開発については、12件の申請があり、補助を行った。商

品開発やパッケージデザインの経費に補助した結果、令和４年４月オー

プンのsoraかさいで販売する商品が誕生した。

■新規就農者支援

　新たに青年等就農計画を認定した農業者は5名。今年度から農業次

世代人材投資資金の交付対象者となった者も5名いる。1年間研修に

行き、就農を目指していた者が多く、今年は多く就農した。

・獣害対策として、地域が専門家から指導を受けられる講習会の開催は

良い取組である。

・地元ブランド品の開発は、単なる土産品の開発ではなく、農業の再生

と活性化に直結する取組としてもらいたい。また、令和３年度は交付金

を活用したものだが、単年度のみの事業とせず今後の継続が課題であ

る。

・農業者に対する補助制度は、新規就農者の事業開始時の設備投資

等の支援に限らず、事業を継続していくためのフォローアップの補助制度

が大切なので制度化を検討してもらいたい。

B…ほぼ目標を達成 B…ほぼ目標を達成

施策

⑬　農業従事者の確保と育成

⑭　農業経営の支援

⑮　農業環境の充実

未来の加西の姿

加西の特産品を生産する喜び、やりがいのある農業が展開されるまちを目指します。

評価検証

行政内部による評価検証（１次評価） 審議会による外部評価（２次評価）

⑬
(ア～イ)

評価シート

45~46

令和３年度実績 第６次加西市総合計画（実施計画）政策評価シート

基本方針・政策・施策

２　活力とにぎわいのあるまちを育む

５　農業の再生と活性化

担当部会２



基本方針

政策

施策

総合評価 総合評価

総合評価 総合評価

総合評価 総合評価

区分 基準値(R元) R3 R4 R5 R6 R7 単位 区分

目標 ― ― ― ― 3,900

実績 3,321 3,213

達成度 82%

目標

実績

達成度

⑰
(ア～エ)

評価シート

57~62

⑱
(ア～ウ)

評価シート

63~65
B…ほぼ目標を達成

目標を達成するための主な指標（KPI）

指標

製造品出荷額
億円

単年

※工業統計調査・経済センサス活動調査

B…ほぼ目標を達成

■相談や指導助言、空き店舗やオフィス補助などの創業支援

　かさい創業塾やビジネスグランプリ等を通じて制度の周知ができており、

補助制度利用が促進されている。

■若者等の企業や事業継承のための支援

　特定創業支援事業やビジネスグランプリについて、積極的に制度のア

ピールを行っており、年々利用者（創業者）が増えている。

■産業用地の整備支援、市内企業の拡張・移転支援

　R3.8に開発工事完了。全3区画で進出企業が決定した。

■加西インター産業団地の整備

　進出企業の誘致を進めた。

・相談・指導とビジネスグランプリのフォローが大事である。

・創業塾は注目されていて起業はNPO等が多いようだが、大変充実して

いると感じる。

・目標を大幅に上回る創業者数であり、制度周知がしっかりできていると

評価する。

・昨今のコロナの状況を見ると店舗用の土地売買は今後も厳しいと予想

されるが、引き続き事業効果が得られるよう努力されたい。

・加西インター産業団地の整備は計画以上に進んでいるように感じる。

A…目標を大きく上回って達成 B…ほぼ目標を達成

■市内における雇用の促進

　インターンシップ促進事業を実施するなど、雇用の促進に努めている。製造業

の労働力不足が益々高まる中、採用企業の見せ方、採用の方法など時代に合

わせた検討改善の必要がある。

■若者や高齢者、障害のある人などの就職支援

　兵庫労働局との雇用対策協定のもと、求職者の就職支援に取り組んでいる。

出張相談においては、相談件数こそ少ないものの、確実に就労に結びつけること

ができている。

■UJIターンによる就職・起業を推進し、定住促進を図る

　インターンシップの促進については、啓発を行うものの実施企業が少ない。選ば

れる製造業のイメージづくりと地方への就労希望者を増やす取り組みが必要。

・人手不足は非常に深刻であり、現在整備を進める加西インター産業

団地にも今後人材が集まるか心配である。

・外国人労働者に頼らざるを得ない状況はさらに深刻化するだろう。

・就職支援セミナーの開催に関する目標は達成しているが、インターンシッ

プのできる事業所は限られるので、加西市出身の大学生が地元企業へ

就職できるようさらに雇用促進を図る新しい政策を検討してもらいたい。

・高校生の市内事業所への就職に関して、企業と連携した取組を推進

してもらいたい。

■持続可能な商工業の振興と地域経済の活性化

　制度の周知ができており、補助制度の利用が促進されている。

■消費喚起とキャッシュレス決済の普及促進

　ポイントカードや住宅リフォーム助成事業、市内共通商品券を発行し市内消

費の喚起に努めた。コロナ対策として、市内共通商品券に関してプレミアム率を

通常10％を20％にし、発行額も大幅に増やして実施した。

■魅力ある商業施設の誘致、宿泊施設等のさらなる充実

　都市計画課との連携により西高室地区（南区画）への商業施設、アスティア

かさいへの屋内型遊戯施設＆テレワークセンターの誘致に成功した。

　また、誘致を進めていた東高室商業ゾーンのオープンモールについて、進出テナ

ントの開発・建築計画の協議を進め、第1弾のテナントが開店した。

・企業のデジタル化への支援として、テレワークの環境整備やシステム構

築などの取組について今後も幅広く継続した支援をお願いしたい。また、

キャッシュレス決裁の手数料を敬遠する事業者（特に年配の事業者）

への丁寧な説明と対応をお願いしたい。

・産業団地の整備関係者の需要に応えるような宿泊施設の誘致につい

ては、一時の需要に応えるためのものとならないようよく見極めるべきであ

る。また、宿泊施設に限らず、飲食施設、遊び場のほか、学校施設の整

備や公共交通の充実なども検討してもらいたい。

・東高室の商業施設の誘致に関して、大変苦労されたことが理解でき、

よく頑張られたと評価する。

A…目標を大きく上回って達成 A…目標を大きく上回って達成

施策

⑯　商工業の振興

⑰　創業支援と働く場の拡大

⑱　雇用・勤労者福祉の充実

未来の加西の姿

商工業の振興により地域経済を活性化し、働きたいと思われるまちを目指します。

評価検証

行政内部による評価検証（１次評価） 審議会による外部評価（２次評価）

⑯
(ア～ウ)

評価シート

52~56

令和３年度実績 第６次加西市総合計画（実施計画）政策評価シート

基本方針・政策・施策

２　活力とにぎわいのあるまちを育む

６　商工業の振興と新展開

担当部会２



基本方針

政策

施策

総合評価 総合評価

総合評価 総合評価

総合評価 総合評価

区分 基準値(R元) R3 R4 R5 R6 R7 単位 区分

目標 ― ― ― ― 75

実績 57 12

達成度 16.0%

目標 ― ― ― ― 1,300

実績 1,466 1262

達成度 102.9%

㉓
(ア～イ)

評価シート

81~83

㉔
(ア～イ)

評価シート

84~85

交通事故発生件数

B…ほぼ目標を達成

件 単年

減少指標

※ 1/1 ～ 12/31 の交通事故件数

目標を達成するための主な指標（KPI）

指標

防災訓練・研修回数
回

単年

※自主防災組織（自治会）の延べ年間実施回数

B…ほぼ目標を達成

■地域と連携した見守り体制の強化による、安全安心な地域づくり

　防犯灯については、設置要望箇所については設置を完了した。防犯カ

メラ設置事業については自治会からの要望が多いため、引き続き補助事

業を継続する。

　主要道への照明器具増設については、目標に達していない。

■交通事故のないまちを目指して

　令和３年度については、加西市内の中学生951名を対象とした、自

転車保険加入事業を実施した。交通安全教室については、新型コロナ

ウイルス感染拡大状況を考慮しながら、市内こども園、小中学校におい

て実施した。なお小学校4校で前記事由により実施できなかった。

・主要道路の交差点には、防犯カメラがほぼ取り付けが完了している状況となっ

ているが、町内の設置にあたり、カメラ代やカメラを取り付ける支柱代が高い。市

や県、社協の補助があるが、自治会の負担軽減のため、もう少し補助をお願い

できないか。

・県道などの交通量の多い主要道に街路灯が設置されており、R3年度は31台

設置（北条高校～播磨農高の県道）とのことだが、今後も市内主要道路を

中心に、設置をお願いしたい。

B…ほぼ目標を達成 B…ほぼ目標を達成

■市民相談体制の充実

　家族間トラブルや隣人トラブルをはじめ、債務の問題や高齢者の相

続、健康問題、野焼き、騒音等まで多岐にわたる相談を受けつけて対

応を行っている。

■消費生活相談体制の充実

　消費者相談の件数については減少傾向である。消費者講座について

は、参加者数が少なくなっているため、講座の内容や方法の検討が必要

である。

・市民相談体制の充実に関連して、林道や赤線について、市へ相談に行くと、

自治会対応との返答だったが、測量費用が高額なほか、 測量期間がかかるた

め、市の事業で対応できないか。

・消費者相談を西脇市と連携しているとのことだが、西脇市以外にも隣接してい

る自治体とネットワークを広げて、連携して取り組んでいただきたい。

■防災体制の強化

　防災ネットにより、昨年度は火災情報、外国語自動翻訳を含めて241件の

メール配信を行っている。要援護者台帳の更新については、新規追加調査を

行ったことから台帳登載者が増加した。

■地域防災力の向上

　新型コロナウイルス感染症の影響により、各種訓練の実施回数が減少してい

る。資機材整備費は、例年増加傾向にある。

■新型コロナウイルス感染症に係る患者受入、入院受入態勢の確保

　前年度に引き続き新型コロナウイルス感染症への対応を行った。地域の感染

状況に対応するため、患者の受入れ病床を増床し対応した。また、5月以降、

新型コロナワクチンの集団接種及び個別接種を実施した。

・要援護者台帳の登載率が伸びない理由は、近くに親族がいたり、人に迷惑を

かけたくない等の理由からだが、さらに呼びかけを行い、登載者を増やすことが必

要である。

・避難場所の周知や情報提供を継続して実施いただきたい。

・防災ネットのメール配信に加えて、LINEによる配信ができないか。

・災害に備えるための他市との情報交換や情報共有が必要ではないか。

・防災対策として、市と関係団体（社協等）との連携強化が必要。

A…目標を大きく上回って達成 B…ほぼ目標を達成

施策

㉒　防災・感染症対策の充実

㉓　防犯・交通安全の向上

㉔　市民相談・消費者保護の充実

未来の加西の姿

地域と連携・協働した支援体制の構築と強化で、安全・安心に暮らせるまちを目指します。

評価検証

行政内部による評価検証（１次評価） 審議会による外部評価（２次評価）

㉒
(ア～ウ)

評価シート

77~80

令和３年度実績 第６次加西市総合計画（実施計画）政策評価シート

基本方針・政策・施策

３　快適に暮らせる安全な社会をつくる

８　安全・安心に暮らせる環境の充実

担当部会３



基本方針

政策

施策

総合評価 総合評価

総合評価 総合評価

区分 基準値(R元) R3 R4 R5 R6 R7 単位 区分

目標 ― ― ― ― 90

実績 115 106

達成度 118%

目標 ― ― ― ― 766

実績 793 811

達成度 94.1%

■地球環境に配慮した循環型かつ脱炭素社会の構築

　「エネルギーの地産地消が実現された脱炭素のまちかさい」の実現に向けた

2050年までの脱炭素シナリオや再エネ導入目標の設定、経営層に向けてのセ

ミナー、市民への補助を実施した。

■地域と共に生物多様性に育まれた自然環境づくりの推進

　人と自然の博物館へのバスツアー、市内6地点の詳細調査、周遍寺野生生

物保護地区で高木等の伐採等を実施した。

■自然の大切の理解を深めるために

　地域の里山で動植物の観察や身近な川や池の水質調査、水辺の生き物調

査、豆や綿の栽培や米作りに取り組んだ。網引湿原の見学及び保全活動に

は、加西市内の多くの小学校（11校中9校）が参加した。

ｇ 単年

減少指標

※ ( ごみの処理量+ 集団回収量) ÷ 9 月末人口÷年間日数

目標を達成するための主な指標（KPI）

指標

住宅の新築件数
件

単年

※市内の一戸建て住宅の単年度の新築件数

市民一人あたり1 日のごみ排出量

・KPIとして「太陽光発電設備導入量」とあるが、指標としては分かりづらい。 太

陽光発電の設置により、市内でどれだけでの発電量が賄われて、どこに使われて

いるのかなどがよいのでは。

・㉖イ「動植物生態調査実施個所数」も同様に、分かりやすいものがよい。

・太陽光発電の設置できる場所（ゾーニング）をR4年度に実施検討のうえ、

設置してよい場所とそうでない場所とのすみ分けや規制をかけていくため、R5年

度に条例制定を予定している。市内で電力の地産地消を目指し、市内で作っ

たエネルギーについては、市内で消費できるようなことも検討する必要がある。

B…ほぼ目標を達成 B…ほぼ目標を達成

㉖
(ア～ウ)

評価シート

93~96

未来の加西の姿

良好な住環境や景観等が整い、加西らしいまち並みが形成されたまちを目指します。

評価検証

行政内部による評価検証（１次評価） 審議会による外部評価（２次評価）

■住宅地の供給、開発の支援

　北条町横尾市有地は、令和３年11月に登記完了。北条西保育所跡地等

については、市のHPを活用し情報発信を行い、購入希望者を募っている。西高

室土地区画整理事業はR2年度の事業完了後も換地部分も順調に宅地化が

進んでいる。商業施設の立地など土地利用が進む中野・下宮木地区では、更

なる宅地化を促進するための区画道路4号線の工事に着手した。

■地域の活力の再生を図る

　三木宍粟線沿道について、「工場、店舗等周辺区域　県道三木宍粟線沿

道産業集積型」の指定を受けた。また、別府中町、東野田町において「地域活

力再生等区域　地縁者小規模事業所型」の指定を受けた。

■道路拡幅等の住環境整備による定住促進を行った。

・空き家は今後の大きな課題の一つであり、西脇市では条例を制定し、空き家

対策を実施している。加西市でも同様の条例を制定済みであり、今後、加西市

としても西脇市同様に空き家対策の取組みが必要ではないか。

・北条旧市街地の古い町並みの維持と狭あい道路の整備のバランスが重要で、

三井住友銀行～住吉神社の石畳道路の整備においては車両の交通量が多

く、石畳を歩いてもらえるような状況になっていない。雰囲気は良いが、歩いてもら

えるような環境整備やしかけが重要。

・他市と比較すると、加西市のバリアフリー化は遅れているのではないか。

C…目標をやや下回って達成 C…目標をやや下回って達成

㉕
(ア～オ)

評価シート

86~92

施策
㉕　住環境の整備

㉖　地球に優しい環境都市の創造

令和３年度実績 第６次加西市総合計画（実施計画）政策評価シート

基本方針・政策・施策

３　快適に暮らせる安全な社会をつくる

９　快適な都市空間の創出

担当部会３


